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緒 言

本 法が1951 年 ， 加藤によ り紹介 されて以 来， 小宮ら

（I960）， 後藤（I960 ），斉藤（1961），西 ら（1962）によっ て

追試 され，現在寄生 虫予防協会 によっ て広く採用されて

い る．それは本法 が従来 の塗抹 法に比して簡便で，かっ

鉤虫卵，鞭 虫卵の検出率 が高 く，更 に条虫卵，吸虫卵等

まで検出し得るこ とによる． しかし，多数 の検査者は，

加 藤の原法に よっ て実施 する 場合， 必ずしも 標本 視野

が鏡検に 容易で ないこ と を指 摘し， 小宮らは20 ，000～30

，000　Lux　以上 の光源が 必要である といい， 西 らは，

本法の検出 が安定性 に欠け るこ とを指摘し，戸谷・加 藤

（1962）は本法 と他方法 との検出比較を行う と共に， 標本

乾燥による 卵破壊 を防ぐために水に浸し たスポンジ等 で

標本を覆えば良好 な成績 を得 ると報告し た．著者 らの一

人 斉藤（1961）は， 標本 を乾燥 するこ とによ り，視野 の澄

明を計れば，虫 卵検出力 が高 まるこ とを報告し たが， そ

の際空泡形成に よる 卵変形 像（以 下変形卵 と略 ．寄生 虫

誌 ，　10（2），　202頁 参照）が生ずるので，それ を熟知識 別す

るこ とが本 法で は極 めて重 要であ り，ま たセロノヽ ン紙 浸

漬液の グリセリンが濃い と卵の萎縮 が出現す ることを指

摘し た．し かし ，この変形卵につい ての基 礎的 な検討 が

なかっ た．そこ で著者らは，変形 卵の出現 は，浸漬液の

グリセリンの濃度，時間の経過に 伴う屎 による物理 的，

化学的現 象 と考えて，1） 水 とグリセリンの混合比をか

え 厂更に水の代りにメタノ ールを 使用して検討 し，2）

他法 との比較を単純塗抹法，浮 游法につい て屎 内虫卵濃

度 別に行 い，二，三 の知見 を得 たので報告する．なお本

試 験は主 として鉤虫卵について行っ たものである．

試験材料および 方法

試験I ．

試験 材料 はStoll 法によるEPG 　（Eggs　per　gram）　1，520

柳 沢　 利 喜 雄

柳沢利喜雄教授）

（10 標本平 均値）の ヅビニ鉤 虫郛陽性有形 便を 用いた．

まず スライド グラス上に 便量60　mg　を塗抹し た 上に，

第1 表，第2 表に示すご とき，I ～X までの処方に よる

第1 表　浸漬液の処方（1）水 とグリセリン
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第2 表　浸漬液 の処方（2）メタノール とグリセリン

処 方 番 号
－
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X
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各浸漬液 に24 時 間以 上浸漬せる2 ×3　cm2のセロノヽ ン紙

を覆い ，ゴム栓を以てセロノヽ ン紙上 から検体を平等に伸

展させ ，標本の30 　cm上方か ら100 　w 電球 に よる加熱

乾 燥（約35 °C） を同一 標本について20 分お よび30 分間

行い ，それぞれの直後に鏡検し，更 にそれを自然放置し

て1 時 間および2 時間後に鏡検し た．す なわち同一標本

について4 回観察し，標本 作製 後の時間 的変化を みた わ

けである．虫卵は正常卵，変形 卵を区 別して数え た．標

本数は各処方毎 に10 標本 とし た．

試験II ．

上記材料の ヅビ ニ鉤虫卵陽性 便を寄生虫卵陰性便 で2

倍，4 倍，8 倍，16 倍 ，32 倍，64 倍に稀釈， よく攪 拌

混和したものを使用 して，単純塗抹 法，セ ロノヽ ン厚層塗

抹 法，浮游法別 に検便し ，虫卵検出率を比較し た．単純

塗抹法は便量3mg を生理食塩 水でよく溶 かし，18　cm2

のカバー グラ スで覆っ て標本下の活字が読 める程度の薄

層とし全視野 の虫卵数 を算定した．セ ロノヽ ン厚 層塗抹法

（56 ）



第3 表　処方別鉤虫卵検出成 績（各10 標本宛総検出数 による）
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註A ，B は加熱乾燥20 分30 分後 の成績　C ，D は加熱乾燥30 分後 自然放 置1 時間，2 時間後 の成 績

は試験I の要領で，　v ，　n，　ix処方につい て，加熱 乾燥　　 く，I ，Ⅵ，VIIに低いI ，　VI，　VIIでは大部 分の虫卵が変20

分後鏡 検し た．浮游法は便量500　mg　を， 口内径1 ．4　　 形 卵であっ た．す なわちグリセ リンの濃度 が低い場合，cm

，高さ9cm の試験管に入 れ， 硫苦加飽和食塩水 （比　　 変形 卵が生じ易い． 加熱 乾燥30 分後では，20 分後に比

重1 ．240）で溶解混 和後40 分放置18　cm2　カバ ーグラス　　　し てV ，X において検出 虫卵数は一段 と高い． 視野が充

で集卵し た． 各法10 標本宛 の全 虫卵を数え， そ の平均　　 分 に澄 明となり，標本内 の虫卵がすべて鏡検算定 された

値 ，最小・最大値，　EPG よ り想定 せる標本内 の 期待虫　　 も のと思われる．しかし正常 卵検出率はIX ，　X以外 では

卵 数および卵検出O の標本数 を算 出し ，虫卵検出能を比　　 小 さくなり，V では約2／3，Ⅷ で約 半数，その他 の処方 で

較 検討 した．なお試験I ・n を行っ た室内条件は温度21　　 は大部分 の虫卵が変形卵 と認 められた．本法におい ては

～22°C，湿度64 ％であっ た．　　　　　　　　　　　　　　 変形部 の鑑 別が虫卵検出 の重要 な鍵 となっ ている．V で

成績および考 察　　　　　　　　　　　　
は， 正常 卵が比較的 多 数残存し て いるが， 他処方 に比

し，検出率 が劣っ ている．同一 標本 につい て加熱乾燥30
試 験I ．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

分後，　自然放 置1 時 間および2 時間 後の成績をみる と，
第3 表， 第1 図よ り まず加熱乾燥20 分後の 虫卵検出　　

全般的に変性 傾向 が徐々に進行してい るご とくで，I ，
数 をみると，I ，II，Ⅲ，Ⅵ，Ⅶ，VⅢ，Iχに高 く，　v ，　X は　　　n

，　vi，　vnでは， ほとん どが変形 卵に移行している．V
約1／2し か検出されない．　V ，　X は グリ セリンの濃 度が高　　

においては検出 虫卵数 が30 分後402 であっ たものが，1

い ため・ 視 野が澄 明とならず検出数が低い． 虫卵検出数　　 時間後309 ，
　2 時 間後218 に減少している． こ の減少傾

に対する正常 卵検出率は・H ，Ⅲ，Ⅳ，V ，Ⅷ，IX，　Xに高　　 向は Ⅲ，　IV，　X にもみ られる．いずれも グリセリン濃度

（57 ）
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の高い 処方である．正常 卵はv ，vⅢ，　IX，　Xに比較的多 く

認 めち れるが厂特にIX ，　X に’高い． 各処方め最高検出 虫

卵数 とEPG から想定し た期待 虫卵数 より得た虫卵回収

率 をみ るに，v 以 外はほ とんど差 がなくv が他に比して

低い．以上 の成績をま とめて考 察すると，加藤 の処方に

よるv は， 現在最も広く使用 されてい るが，乾燥が不充

分 の場 合には虫卵の検出率 が低 く，乾燥 が充分で視野が

澄明 となっ たときには卵 の萎縮変形 像（写真1 以下萎縮

変形 卵と略），卵の消失（写真2 －1・2・3）がみられる の

で， 標本作製後の乾燥放置が短か くとも，長 く とも問題

があ るわけで，安 定した成績 が得 られない ．グリセリ ン

の混 合比を低くした場合 は，視野 は澄 明であるが，容易

に変形 卵を生じ ，その ため，こ の変形 卵の鑑別ができな

い と鉤虫卵検出は極 めて低 くなる．一方 ，変形卵の鑑別

につい ては，すでに著者 らの1 人 斉藤 （1961 ）が報告し

たが， 今回の試 験で水 とグリセリンの混合比4 ：1 とし

たH 処 方では，卵かく破壊，空泡形成 による不規則なく

ずれ等 による鑑別困難ま た萎縮変形 卵等 もないので，鏡

検上変 形卵像が把握し易 く，し たがっ てある程度習熟す

れば，検出率も高 くなる ので，水 とグリセ リンを使用す

る本 法においては，n 処方 が検便 実施上適切である と考

えられる．しかして グリセリンと水による処方液 のうち

正 常卵のみを以 て鉤 虫卵 検出 成績とする ときはv が良い

わけであるが， 見落し の危険 性を 多 分にもっ 萎縮変形

卵，卵の消失等の問題 があ り，決して優れた処方 とはい

い 難い ．それに比して グリセリンにメタ ノールを混じ た

処 方液では， グリ セリンの濃 度が低い 場合は，水 の場 合

と同様変形卵が多 く出現 し問題があるが，メタ ノール，

グリセリ ンの混合比 を3 ：2 にした時は，検出虫卵数 も

高く，なお大部分 が正常 卵の形で固定され，標本価値 が

一段 と優れている．なお一言 すれば，変形卵 の出現 は標

本が乾燥すれば出現 する もので，熱乾燥による出現では

なく，われわれは 自然放 置， 通風乾燥等も試み たが，い

ずれ，において も，視野 が澄明となり鏡検し易い条件 に到

れば， 変形卵が同 様 に 出現して いるこ とを 経験し てい

る．で，熱乾燥 を広く行っ ているが，そ れに よると多 数

の標本 が一定条件 で； 短時間に鏡検し得る．今 まで多 く

の追試が，加藤 の処方 で行われているが， グリセリン濃

度について行っ たものはなかづたので検出率 の不安定性

が 目立ってい たIX 処 方の 虫卵検出状況 は優 秀で あ る

が，こ の点 の考察を加 えるため，以下 のご とき試 験を行

っ た．浮游法 によっ て多 数の鉤虫卵を分離集卵し，濃厚

な鉤虫卵を含 む水0 ．036　ml　をとり， スライ ドグラス上

におき，これにV ，　IX処方 液に浸漬したセ ロノヽ ン紙 を載

せて鏡検し確実に 虫卵数 を数 え， 加熱30 分直後 お よび

その後 自然放置し て2 時 間後鏡検， 更に引続い て20 日

以上自然放置して毎 日あ るい は2 日おきに鏡検し た．V

処方では 全般的に 卵の 萎 縮変性を生じ，21 コ中，30 分

後23 ，　2 時間自然放 置後11 ， 計3 コ の卵 の消失 があ

り，7 日後に5 コが検出 されなかっ た，こ のこ とより写

真2 に示すよ うな屎内 の卵消失現象は第1 図および第3

表の成績から考えてか なり起り得るのではないか と思 わ

れる．それに比し て，IX処方 では，いずれ の鏡検時 も安

定した成績で20 日す ぎるも 虫卵数および 形態に変化 な

く永く観察可能で あっ た． この試験で水分量0 ．036　m1

とした のは， 普通人屎 硬便の 水 分含有量は約60 ％で あ

る ので，60　mg　の便量で は0 ．036　ml　となるに よっ た．

この場合 セロノヽ ン紙に附着せる浸漬液量 の実測値 の平 均

が0 ．12　m1　である ので， メタノールは約70 ％ となり，

一般に組織等 の固定に 用い るメタ ノール の濃度 とほぼ等

しかっ た．す なわちメタノール， グリセ リン混 合比3 ：2

は，虫卵固定 の働きをもっ ので，虫卵検出 に際し ても

安定し た優れ た成 績が得 られたのであろ う． また，こ の

試験では，　v ，　IX処方共 に変形 卵が認 められ なかっ たこ

とよ り，屎内 にお ける変形卵は虫卵 の組織化学的 因子に

よる もので はなく，屎 による物理的，化学的 現象が大き

な要因であ ると推測 された．なお本試験で は主 として鉤

虫卵につい て述 べたが，他の虫卵につい ても，Ⅸ処方 は

極 めて安定し た正常 の形 態をもっ 虫卵像 とし て検出でき

たこ とを附 記する．

第4 表　浸 漬 液 附 着 量

V　 処　方　m1平均0 ．12

1X　処　方　m1
平均0 ．12
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V 処方IX
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0．120　0 ．120　0 ．120　0 ．119　0 ．121　　0．120　0 ．120　0 ．120　0 ．120　0 ．1220

．120　0 ．120　0 ．118　0 ．121　　0．120　0 ．120　0 ．120　0 ．120　0 ．121　　0．120

水　　　　　 ：

メ タノ ール ：

グ リ

グ リ

セ リ

セ リ

ン

ン

5 ：53

：2
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1

写　真　説　明

加藤処方で 視野 が澄 明になっ た場合の鉤虫 の萎縮変形 卵（／） と鞭虫卵（／）

2－1加藤処方による加熱乾燥20 分後の鉤虫卵（／）2

－2同上加熱乾燥30 分後の同卵の消失状況（／）2

－3同上自然放置1 時間後の同卯の消失状況（／）

試験II ．

第5 表に 示 す通 り， 検査 法別 にみると10 標本の平均

検出虫卵数の最大は浮游法で最小 は単 純塗抹 法である．

厚 層塗抹 法はV 処方が やや低い が 単純 塗抹 法に 比べれ

ば， 検出率が はるかに 高い． し かし て虫卵濃度別に，

（59 ）

517

検出虫卵数 と期待虫部数からみた虫卵回収率 は厚層

塗抹法のn ，Ix処方が45～80％，単純塗抹法 が35～70

％で，厚層塗抹法のv 処一方が12～30％で低く，浮游

法の8～13％が最も低かった．ただし浮游法において低

率であるのは液表面から一度カバーグラスに附着した虫
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稀　 釈　 度

単 純 塗 抹 法

セロハン
厚 層塗抹法

浮　 游　 法
一 一 一 一

V
H
IX

1

平

均

2 ．122

．665

．963

．400

．1

EPG　1 ，520

一 一‥－ －

最　最　O 本
～　　の数

小　大　標

1 ～323
～3158
～7258
～7396

～105

0

0

0

0

0

期

待

値

4 ．5691

．291

．291

．2760

．0

（　） 内は推定を示す

卵 を以 て算出したもので浮上虫卵中 の一部 の値である．

そ れ故 に最も低率であっ た．一方， 虫卵濃度の減少によ

っ て単純塗抹法は虫卵の検出 され ない標本が高率に出現

し ，推 定EPG　380　 で半数以上 にお よび，その他の方法

に比べて多数回検査の必要を示唆す る．この点について

は，すでに小宮ら が単純塗抹法 の虫卵濃度 と理論的必要

検査回数の問題の検討 を行っ てい る．厚層塗抹法は推定EPG

95 で，V 処方に虫卵の検出 されない標本が始 めて

みられ たが，　n，　ix処方で は全標本に虫卵が検出 され．更

に虫卵濃度 が小 さくなっ て 乱　2 ～3 枚の標本検査 を行

えば，浮游法に劣 らない成績 を得る と考えられ る．浮游

法は最 も 検出率 が優れて いるが， 操作手技 が 複雑 なの

で，こ の点 を考慮 するとき，集団検査法 としては厚層塗

抹法 が 比較的 簡便で 検出力も高く 優秀である と い えよ

う． なおしばしば述 べるご とく現段階 におけ る厚 層塗抹

法で は，多 少にかかわらず鉤虫卵 の空 泡形成 による変形

像す なわち変形 卵の出現は阻止できず，正 常卵のままの

形態 で観 察している単純塗抹法や浮游法 と異なっ て，こ

れが一般の空泡との鑑別に若干 の習熟 が必 要で ある．変

形 卵が出現しないよ う処方液等 の工夫 を重 ねる一方，現

行の厚層塗抹法の技術者に変形 卵の儖 別について注意を

喚起すべきである と考える．変形 卵防止の処方液 として

水の代りに メタ ノー ルを使用し たIX処 方では，虫卵検出

率 がII処方 とほぼ等しく高率で， かっ多 くの虫卵が正常

郛として検出され たこ とは，試験I の加 熱乾燥20 分後の

成 績に一致してい た．すな わちIX処 方の場 合は，通常，

加熱乾燥20 分前後で澄明 な 視野 が得られ． その後1 時

間以 内に鏡検を終了し得れば， 優れた成績を示す と考え

られる．

ま と め

加藤原法 によ るセロノヽ ン厚 層塗抹 法は，セロノヽ ン浸漬

液の水 とグリセ リンの混 合比を1 ：1 としている が，標

本 が未乾燥 の場 合は視野 が澄 明ではないため，虫卵 の見

2　 倍　稀　釈
（760）

平　　最　最

均　　小　大

0 ．811

．131

．831
．949

．5

1 ～29

～16

28
28
45

＝　＝＝　・－O本　　 期

の 数　　 待

標　　　 値

4

0

0

0

0

2 ．2845

．645

．645

．6380

．0

第5 表　虫 卵 濃 度4

倍　 稀　釈
（380）

平　　 最　 最

均一

0．55
．118
．119
．021
．4

小　大1

～22
～813
～2216
～2518
～26

一 一 一 一

O 本
の数
標

6

0

0

0

0

－ 一 一
期

待

値

1．1422
．822
．822
．8190
．0

逃しが少くなく，視野が澄明になるよう乾燥すると，萎

縮変形卵，更にまた卵の消失が認められる．そこで著者

らは浸漬液の処方特にグリセリンの濃度を種々かえてみ

たところ，グリセリン濃度を低くすると，虫卵の検出は

良好であって萎縮変形卵の出現，卵の消失等はないが，

大多数の虫卵は変形卵を示すので，鏡検に際してはその

形態を充分に識別することが必要である．次に虫卵の固

定を意図して水の代りにメタノールを使用した場合，メ

タノール，グリセリンの混合比3 ：2 の処方は最も虫卵

検出が優れていた．すなわち萎縮変形卵の出現，卵の消

失も認められず，かっ変形卵を生ずることも少く，また

ある程度長期観察に耐えることが明らかになった．しか

し，なお変形卵の出現がみられるので今後更にこの点に

っいて検討の要がある．

終稿に際し貴重な御助言 を仰 ぎました予研寄生虫部長

小宮義孝博士な らび に千葉 大学 医学部農山村｜圦ミ学研究施

設 内田ふき博士 そ の 他の 方 々に 深 く 感謝 申し 上げ ま

す．

なお本論 文の 要旨 は第32 回ll本寄生虫学会総会 にお

いて発表し た．

（60 ）
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STUDY　ON　TH】CK　SMEAR　TECHNIC　WITH　CELLOPHANE　COVERFOR　STOOL

　EXAMINATION　FOR　HELMINTH　OVA

I．　EXAMINATION　OF　SOAKING 凵QUID

AKIO 　UCHIDA ，　Masami　SAITO 　＆　RIKIO　YANAGISAWA

「」InstituteげRural　j をdicine ，　School がMedicine ，　Chiba 　Universi り。Chiba ）

Since　Kato　（1951 ）　invented　the　thick　smear　technic　with　cellopane　cover　for　stool　eχamina －tion

for　helminth　ova，　this　technic　was　reeχamined　by　some　workers　and　has　widely　been　adoptedin　this　country

。

The　principle　of　this　technic　is　to　use　a　cellophane　cover　instead　of　the　original　coverglass

，in　which　the　cellophane　cover　is　to　be　soaked　into　the　mi χture　of　water　and　glycelinin　1　

：　1　ratio　for　over　24　hours　before　the 　use．　Under　this　procedure ，　when　the　specimen　isdried　it　becomes　di

伍cult　to　detect　the　ova 　because　they　are　atrophied　and　transformed　withdryness

，　while　the　ova　can　easily　be　detected　when　the　specimen　IS　adequately　wetted 。

The　authors ，　therefore ，　reexamined　this　technic　with　attention　to　the　preparation　ofsoaking　liquid

，　particularly　to　the　ratio　of　glycelin　to　water．　As　a　result　of　this　it　was　provedthat　in　a　lower　concentration　of　glycelin

，　such　as　a　ratio　of　water　to　glycelin　of　4　：　1，　a　higherand　uniform　detection

rate　of　ova　was　obtained ，　though　the　most　of　ova　was　transformed ．　Inthis

case，　the　transformed　ova　should　be　carefuly　eχamined 。

In　the 　next　place，　menthol　was　employed　instead　of　water　and　it　was　proved　that　thesoking　liquid　consisting　of　menthol　and　glycelin　in　3　

：　2　ratio　gained　the　most　superior　detectionrate　of　ova　with　a　few　transformed　ova

．　This　satisfactory　result　would　be　due　to　n χingaction　of

menthol ．　Further　work　needs　to　be　done　in　order　to　completely　prevent　ova　fromdegenerating

．

（　62　）




